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統一 的 自然像 の確 立 ｣と ｢物性物理学史 ｣
信州大 ･理 勝 木 渥
私には,物性物理学ときわめて縁の深い2つの分野が未開拓のままである,という気が強 く
しています｡ひとつは, ｢エントロピー的統一的自然像の確立｣ということであり,もうひと
つは, ｢物性物理学史｣です｡
1. エントロピー的統一的自然像の確立
私は桜田敦が1978年に 『科学』に3回にわたって書いた ｢資源物理学の試み｣に触発さ
れるところきわめて大きく,統一的自然像はエネルギー的見地からだけでは片手落ちのもの
しか形づくられず,エネルギー的見地およびエントロピー的見地の両方に立ってこそ統一的
自然像と呼ばれるにふさわしい自然像が形づくられうるのだ,と考えるようになりました｡
首然現象特に生命現象や,社会の生産的 ･消費的過程での物質の関与する諸現象を考察する
さい,エネルギー的見地からだけでは見落されていたそれに伴 う過程が,エントロピー的見
地からはきわめて重要な過程としてクローズ ･アップされてきたり(たとえば光合成におけ
る,化学反応に関与しない水の水蒸気-の変化 ),ある種の混沌とした是非を断じ難 くみえ
る議論に,エントロピー的見地に立つことによって明快な断を下すことができる(たとえば,
砂漠でもたわわに稔る穀物を遺伝子組換えによって創 り出す可能性,地球に寄生しないで自
立 ･生存してゆけるスペース ･コロニーの建設の可能性,グレーな技術の領域における鉄と
珪素より成る自己増殖機械製作の可能性 - いずれも不可能と断定できる)というようなこ
とを体験しました｡
このような統一的な自然像の確立のためには,自然現象の個々の過程の詳細にはあまりと
らわれない全体的な大局的な把握と,その大局的に把握した見地からの一連のミクロな素過
程の実証的検討があわせおこなわれる必要があります｡私はまだ前者に関するごく大まかな
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